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最終頁に続く

( 5 7 ) 【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
少 な く と も １ つ の 面 に パ イ ル が 織 ら れ て お り 、 前 記 パ イ ル は 天 然 繊 維 の 外 部 に 超 細 繊 維 を  
巻 き 付 け た 糸 を 製 織 し て な り 、 前 記 超 細 繊 維 が 前 記 パ イ ル の 頂 部 で 下 に 摺 動 し て 内 層 の 低  
パ イ ル を 形 成 し 、 前 記 パ イ ル の 頂 部 の 天 然 繊 維 が 露 出 し て 外 層 の 高 パ イ ル を 形 成 す る こ と  
を 特 徴 と す る 、 パ イ ル 地 。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 天 然 繊 維 は 、 綿 繊 維 、 竹 繊 維 又 は 生 糸 を 含 む こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ に 記 載 の パ
イ ル 地 。
【 請 求 項 ３ 】
前 記 超 細 繊 維 は 、 Ｐ Ａ ６ ス ラ イ ス と Ｐ Ｅ Ｔ ス ラ イ ス と を 溶 融 し た 後 に 共 に 製 糸 し て 得 ら れ  
た 複 合 繊 維 で あ る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ に 記 載 の パ イ ル 地 。
【 請 求 項 ４ 】
前 記 天 然 繊 維 の 外 部 に 超 細 繊 維 を 巻 き 付 け た 糸 は 、 ５ ０ ～ ３ ０ ０ Ｄ の 超 細 繊 維 フ ィ ラ メ ン  
ト 糸 を １ ０ ～ ３ ０ Ｓ の 綿 束 に 巻 き 付 け て 形 成 さ れ 、 両 者 の 合 計 撚 数 が ７ ８ ～ １ ５ ０ Ｔ ／ ｍ  
で あ る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ に 記 載 の パ イ ル 地 。
【 請 求 項 ５ 】
前 記 天 然 繊 維 の 外 部 に 超 細 繊 維 を 巻 き 付 け た 糸 は 、 ７ ５ Ｄ ／ ３ ６ ｆ の 超 細 繊 維 フ ィ ラ メ ン  
ト 糸 を １ ６ ｓ の 綿 束 に 巻 き 付 け て 形 成 さ れ 、 両 者 の 合 計 撚 数 が ９ ０ Ｔ ／ ｍ で あ る こ と を 特  
徴 と す る 、 請 求 項 ４ に 記 載 の パ イ ル 地 。

請求項の数　9　外国語出願　（全10頁）　最終頁に続く
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【 請 求 項 ６ 】
前 記 超 細 繊 維 の 単 糸 線 密 度 ≦ ０ ． ５ ５ ｄ ｔ ｅ ｘ で あ る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ に 記 載  
の パ イ ル 地 。
【 請 求 項 ７ 】
前 記 パ イ ル 地 の 底 面 経 糸 が 天 然 繊 維 、 混 紡 糸 、 化 学 繊 維 又 は 複 合 繊 維 で あ る こ と を 特 徴 と  
す る 、 請 求 項 １ に 記 載 の パ イ ル 地 。
【 請 求 項 ８ 】
（ １ ） 超 細 繊 維 を 天 然 繊 維 に 巻 き 付 け て 合 わ せ て 紡 糸 し 、 合 計 撚 数 を ７ ８ ～ １ ５ ０ Ｔ ／ ｍ  
と す る 紡 糸 工 程 と 、
（ ２ ） 前 記 紡 糸 工 程 で 得 ら れ た 糸 を パ イ ル 糸 と し て 、 ポ リ エ チ レ ン テ レ フ タ レ ー ト 繊 維 と
ナ イ ロ ン の 複 合 低 弾 性 糸 を 経 糸 と し て 、 綿 糸 を 緯 糸 と し て 用 い 、 片 面 又 は 両 面 パ イ ル の 生  
地 生 機 に 製 織 す る 生 地 の 製 織 工 程 と 、
（ ３ ） 前 記 生 地 生 機 に 対 し て 、 巻 き 出 し 、 フ ィ ブ リ ル 化 、 洗 浄 及 び 定 形 を 含 む 後 処 理 を 行  
っ て 前 記 パ イ ル 地 を 得 る 後 処 理 工 程 と 、
を 含 む こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ か ら ７ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の パ イ ル 地 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ９ 】
前 記 後 処 理 ス テ ッ プ は 、
（ １ ） 濃 度 が ４ ～ ６ ｇ ／ Ｌ の ア ル カ リ 溶 液 中 で 、 ９ ５ ～ １ ０ ５ ℃ に 昇 温 し 、 ６ ０ ～ ８ ０ 分  
間 保 温 す る フ ィ ブ リ ル 化 工 程 と 、
（ ２ ） ３ ５ ～ ３ ８ ℃ の 温 水 で 、 ２ ０ ～ ３ ０ 分 間 水 洗 し て 浸 漬 し 、 Ｐ Ｈ ＝ ７ と な る よ う に 酢  
酸 を 加 え て 中 和 す る 洗 浄 工 程 と 、
（ ３ ） 開 始 温 度 が ２ ８ ～ ３ ２ ℃ で 、 ２ ℃ ／ ｍ ｉ ｎ の 速 度 で １ ２ ０ ～ １ ３ ０ ℃ に 昇 温 し 、 ３  
０ ～ ４ ０ 分 間 保 温 し 、 そ の 後 、 ２ ℃ ／ ｍ ｉ ｎ の 速 度 で ５ ５ ～ ６ ５ ℃ に 降 温 す る 曲 線 昇 温 方  
式 を 用 い て 染 色 を 行 う 染 色 工 程 と 、
（ ４ ） バ ス 液 中 に 亜 ジ チ オ ン 酸 ナ ト リ ウ ム を １ ． ０ ～ １ ． ５ ｇ ／ Ｌ 、 無 水 炭 酸 ナ ト リ ウ ム  
を ０ ． ５ ～ ０ ． ８ ｇ ／ Ｌ 添 加 し 、 ６ ０ ～ ６ ５ ℃ で ２ ０ ～ ３ ０ 分 間 保 温 す る 還 元 洗 浄 工 程 と 、
（ ５ ） ４ ０ ～ ４ ２ ℃ で １ ５ ～ ２ ０ 分 間 保 温 す る 水 洗 工 程 と 、
（ ６ ） 処 理 液 中 に 親 水 性 シ リ コ ー ン オ イ ル を １ ． ０ ～ ２ ． ０ ％ 添 加 し 、 ４ ０ ～ ４ ２ ℃ で ２  
０ ～ ２ ５ 分 間 保 温 す る 後 処 理 工 程 と 、
（ ７ ） 定 形 ロ ー ラ の 温 度 を １ ６ ０ ～ １ ７ ０ ℃ と し て 、 旋 盤 速 度 ２ ６ ～ ２ ８ ｍ ／ ｍ ｉ ｎ で 定  
形 す る 定 形 工 程 と 、
を 含 む こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 ８ に 記 載 の パ イ ル 地 の 製 造 方 法 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
本 発 明 は 、 紡 績 技 術 分 野 に 関 し 、 具 体 的 に パ イ ル 地 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
従 来 、 タ オ ル 製 品 の 快 適 性 を 向 上 さ せ る た め に 、 一 般 的 に は 天 然 繊 維 を 用 い て パ イ ル 形 成  
す る こ と で 織 ら れ る が 、 綿 糸 は 、 か さ 高 性 が 悪 く 、 洗 濯 耐 性 が 悪 く 、 洗 濯 回 数 を 重 ね る と  
肌 触 り が 硬 く な り 、 毛 羽 落 ち し や す い な ど の 欠 点 が あ り 、 麻 は 、 剛 性 が 大 き す ぎ て 、 柔 ら  
か さ 及 び 快 適 性 が 不 十 分 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
タ オ ル 生 地 の 肌 触 り 及 び 快 適 性 等 を 向 上 さ せ る た め に 、 水 溶 性 の ビ ニ ロ ン 又 は 水 溶 性 の Ｐ  
Ｖ Ａ 糸 を 用 い 、 後 処 理 を し た 後 に 水 溶 性 糸 が 水 に 溶 解 し 、 肌 触 り が 柔 ら く 、 吸 水 性 の 強 い  
パ イ ル 地 が 得 ら れ る 。 し か し 、 こ の よ う な 製 品 は 、 最 終 製 品 の 重 量 ロ ス が 大 き く て ２ ０ ％  
程 度 と な り 、 無 駄 に な る 。 一 方 、 水 溶 性 糸 が 溶 解 し た 後 に 、 環 境 汚 染 を 引 き 起 こ し て し ま  
う 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
し か し な が ら 、 無 撚 糸 は 、 撚 数 が な い の で 、 使 用 過 程 に お い て さ ら に 毛 羽 落 ち が ひ ど く て  
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強 さ が 不 十 分 で あ る 問 題 が 存 在 す る 。
【 発 明 の 概 要 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
本 発 明 が 解 決 し よ う と す る 第 １ の 技 術 課 題 は 、 従 来 技 術 に 存 在 す る 不 足 に 対 し て 、 肌 触 り  
が 柔 ら か く て 、 か さ 高 性 、 吸 湿 透 気 性 が 良 く 、 か つ 毛 羽 落 ち し に く い パ イ ル 地 を 提 供 す る  
こ と で あ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
本 発 明 が 解 決 し よ う と す る 第 ２ の 技 術 課 題 は 、 従 来 技 術 に 存 在 す る 不 足 に 対 し て 、 肌 触 り  
が 柔 ら か く て 、 か さ 高 性 、 吸 湿 透 気 性 が 良 く 、 か つ 毛 羽 落 ち し に く い パ イ ル 地 の 製 造 方 法  
を 提 供 す る こ と で あ り 、 こ の 方 法 は 、 プ ロ セ ス が 簡 単 で あ り 、 環 境 に や さ し く 、 か つ 製 造  
コ ス ト が 低 い 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
上 記 第 １ の 技 術 課 題 を 解 決 す る た め の 、 本 発 明 の 技 術 的 解 決 手 段 は 、 以 下 の 通 り で あ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
少 な く と も １ つ の 面 に パ イ ル が 織 ら れ て お り 、 前 記 パ イ ル は 天 然 繊 維 の 外 部 に 超 細 繊 維 を  
巻 き 付 け た 糸 を 製 織 し て な り 、 前 記 超 細 繊 維 が 前 記 パ イ ル の 頂 部 で 下 に 摺 動 し て 内 層 の 低  
パ イ ル を 形 成 し 、 前 記 パ イ ル の 頂 部 の 天 然 繊 維 が 露 出 し て 外 層 の 高 パ イ ル を 形 成 す る 、 パ
イ ル 地 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
１ つ の 好 ま し い 技 術 的 解 決 手 段 と し て 、 前 記 天 然 繊 維 は 、 綿 繊 維 、 竹 繊 維 又 は 生 糸 を 含 む 。
【 ０ ０ １ ０ 】
１ つ の 好 ま し い 技 術 的 解 決 手 段 と し て 、 前 記 超 細 繊 維 は 、 Ｐ Ａ ６ ス ラ イ ス と Ｐ Ｅ Ｔ ス ラ イ  
ス と を 溶 融 し た 後 に 共 に 製 糸 し て 得 ら れ た 複 合 繊 維 で あ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
１ つ の 好 ま し い 技 術 的 解 決 手 段 と し て 、 前 記 天 然 繊 維 の 外 部 に 超 細 繊 維 を 巻 き 付 け た 糸 は  
、 ５ ０ ～ ３ ０ ０ Ｄ の 超 細 繊 維 フ ィ ラ メ ン ト 糸 を １ ０ ～ ３ ０ Ｓ の 綿 束 に 巻 き 付 け て 形 成 さ れ  
、 両 者 の 合 計 撚 数 が ７ ８ ～ １ ５ ０ Ｔ ／ ｍ で あ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
さ ら に 好 ま し い 技 術 的 解 決 手 段 と し て 、 前 記 天 然 繊 維 の 外 部 に 超 細 繊 維 を 巻 き 付 け た 糸 は  
、 ７ ５ Ｄ ／ ３ ６ ｆ の 超 細 繊 維 フ ィ ラ メ ン ト 糸 を １ ６ ｓ の 綿 束 に 巻 き 付 け て 形 成 さ れ 、 両 者  
の 合 計 撚 数 が ９ ０ Ｔ ／ ｍ で あ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
１ つ の 好 ま し い 技 術 的 解 決 手 段 と し て 、 前 記 超 細 繊 維 の 単 糸 線 密 度 ≦ ０ ． ５ ５ ｄ ｔ ｅ ｘ で  
あ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
１ つ の 好 ま し い 技 術 的 解 決 手 段 と し て 、 前 記 無 撚 糸 パ イ ル 地 の 底 面 経 糸 が 天 然 繊 維 、 混 紡  
糸 、 化 学 繊 維 又 は 複 合 繊 維 で あ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
さ ら に 好 ま し い 技 術 的 解 決 手 段 と し て 、 前 記 底 面 経 糸 は 、 ３ ０ ０ Ｄ   Ｄ Ｔ Ｙ テ リ レ ン ナ イ  
ロ ン 複 合 低 弾 性 糸 を 経 糸 と し て ２ １ Ｓ 綿 糸 を 緯 糸 と し た 機 械 織 り 生 地 を 含 む 。
【 ０ ０ １ ６ 】
も う １ つ の 好 ま し い 技 術 的 解 決 手 段 と し て 、 前 記 底 面 経 糸 は 、 １ ５ ０ Ｄ   Ｄ Ｔ Ｙ ポ リ エ チ  
レ ン テ レ フ タ レ ー ト 繊 維 （ テ リ レ ン ） ナ イ ロ ン 複 合 低 弾 性 糸 を 緯 糸 挿 入 編 と し て １ ０ ０ Ｄ
ポ リ エ チ レ ン テ レ フ タ レ ー ト 繊 維 （ テ リ レ ン ） 糸 を 鎖 編 と し た 編 織 り 生 地 を 含 む 。
【 ０ ０ １ ７ 】
上 記 第 ２ の 技 術 課 題 を 解 決 す る た め の 、 本 発 明 の 技 術 的 解 決 手 段 は 以 下 の 通 り で あ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
下 記 ス テ ッ プ （ １ ） ～ （ ３ ） を 含 む 、 パ イ ル 地 の 製 造 方 法 。
（ １ ） 紡 糸
超 細 繊 維 を 天 然 繊 維 に 巻 き 付 け て 合 わ せ て 紡 糸 し 、 合 計 撚 数 が ７ ８ ～ １ ５ ０ Ｔ ／ ｍ で あ る 。
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（ ２ ） 生 地 の 製 織
（ １ ） で 得 ら れ た 糸 を パ イ ル 糸 と し て 、 ポ リ エ チ レ ン テ レ フ タ レ ー ト 繊 維 と ナ イ ロ ン の 複  
合 低 弾 性 糸 を 経 糸 と し て 、 綿 糸 を 緯 糸 と し て 用 い 、 片 面 又 は 両 面 パ イ ル の 生 地 生 機 に 制 織  
す る 。
（ ３ ） 後 処 理
前 記 生 地 生 機 に 対 し て 、 巻 き 出 し 、 フ ィ ブ リ ル 化 、 洗 浄 及 び 定 形 を 含 む 後 処 理 ス テ ッ プ を  
行 っ て パ イ ル 地 を 得 る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
１ つ の 好 ま し い 技 術 的 解 決 手 段 と し て 、 前 記 後 処 理 ス テ ッ プ は 、 下 記 （ １ ） ～ （ ７ ） を 含  
む 。
（ １ ） フ ィ ブ リ ル 化
濃 度 が ４ ～ ６ ｇ ／ Ｌ の ア ル カ リ 溶 液 に お い て 、 ９ ５ ～ １ ０ ５ ℃ に 昇 温 し 、 ６ ０ ～ ８ ０ 分 間  
保 温 す る 。
（ ２ ） 洗 浄
３ ５ ～ ３ ８ ℃ の 温 水 に お い て 、 ２ ０ ～ ３ ０ 分 間 水 洗 し て 浸 漬 し 、 Ｐ Ｈ ＝ ７ と な る よ う に 酢  
酸 を 加 え て 中 和 す る 。
（ ３ ） 染 色
曲 線 昇 温 方 式 を 用 い て 染 色 を 行 い 、 開 始 温 度 が ２ ８ ～ ３ ２ ℃ で あ り 、 ２ ℃ ／ ｍ ｉ ｎ の 速 度  
で １ ２ ０ ～ １ ３ ０ ℃ に 昇 温 し 、 ３ ０ ～ ４ ０ 分 間 保 温 し 、 そ の 後 、 ２ ℃ ／ ｍ ｉ ｎ の 速 度 で ５  
５ ～ ６ ５ ℃ に 降 温 す る 。 染 色 助 剤 は 、 脱 脂 剤 １ ． ５ ｇ ／ Ｌ 、 均 染 剤 ０ ． ６ ｇ ／ Ｌ で あ り 、  
染 料 は 分 散 染 料 を 用 い る 。
（ ４ ） 還 元 洗 浄
バ ス 液 中 に 亜 ジ チ オ ン 酸 ナ ト リ ウ ム を １ ． ０ ～ １ ． ５ ｇ ／ Ｌ 、 無 水 炭 酸 ナ ト リ ウ ム を ０ ．  
５ ～ ０ ． ８ ｇ ／ Ｌ 添 加 し 、 ６ ０ ～ ６ ５ ℃ に ２ ０ ～ ３ ０ 分 間 保 温 す る 。
（ ５ ） 水 洗
洗 浄 剤 ２ ％ を 加 え て 、 ４ ０ ～ ４ ２ ℃ に １ ５ ～ ２ ０ 分 間 保 温 す る 。
（ ６ ） 後 処 理
処 理 液 中 に 親 水 性 シ リ コ ー ン オ イ ル を １ ． ０ ～ ２ ． ０ ％ 添 加 し 、 ４ ０ ～ ４ ２ ℃ に ２ ０ ～ ２  
５ 分 間 保 温 す る 。
（ ７ ） 定 形
定 形 ロ ー ラ の 温 度 が １ ６ ０ ～ １ ７ ０ ℃ で あ り 、 旋 盤 速 度 が ２ ６ ～ ２ ８ ｍ ／ ｍ ｉ ｎ で あ る 。  
型 番 ： Ｓ Ｔ Ｂ ５ ０ １ で あ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
１ つ の 好 ま し い 技 術 的 解 決 手 段 と し て 、 前 記 分 散 染 料 と し て 、 浙 江 閏 土 染 料 場 に よ り 製 造  
さ れ た イ エ ロ ー ブ ラ ウ ン Ｗ Ｘ Ｆ 分 散 染 料 を 用 い 、 前 記 親 水 性 シ リ コ ー ン オ イ ル と し て 、 蘇  
州 聯 勝 化 工 に よ り 製 造 さ れ た ６ ８ ４ ３ 親 水 性 シ リ コ ー ン オ イ ル を 用 い 、 前 記 均 染 剤 と し て  
、 青 島 雅 特 生 物 に よ り 製 造 さ れ た Ｋ Ｈ ２ ５ １ ０ 均 染 剤 を 用 い 、 前 記 脱 脂 剤 と し て 、 無 錫 開  
来 生 物 化 工 に よ り 製 造 さ れ た 精 製 染 色 脱 脂 剤 Ｈ Ｓ － １ を 用 い 、 前 記 洗 浄 剤 と し て 、 非 発 泡  
ソ ー ピ ン グ 洗 剤 Ｈ Ｓ － ２ ６ ６ を 用 い る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
上 記 の 技 術 的 解 決 手 段 を 用 い た の で 、 本 発 明 は 下 記 の 有 益 な 効 果 を 得 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
本 発 明 の パ イ ル 地 は 、 少 な く と も １ つ の 面 に パ イ ル が 織 ら れ て お り 、 前 記 パ イ ル は 、 天 然  
繊 維 の 外 部 に 超 細 繊 維 を 巻 き 付 け た 糸 に よ り 製 織 さ れ て な り 、 前 記 超 細 繊 維 が 前 記 パ イ ル  
の 頂 部 で 下 に 摺 動 し て 内 層 の 低 パ イ ル を 形 成 し 、 前 記 パ イ ル の 頂 部 の 天 然 繊 維 が 露 出 し て  
外 層 の 高 パ イ ル を 形 成 す る 。 パ イ ル と し て は 、 天 然 繊 維 の 外 部 に 超 細 繊 維 を 巻 き 付 け た 糸
を 用 い 、 そ の 糸 を 、 水 洗 、 染 色 定 形 し た 後 に 、 超 細 繊 維 は 、 天 然 繊 維 と 収 縮 率 が 異 な る た  
め 、 超 細 天 然 繊 維 が パ イ ル の 頂 部 で 下 に 摺 動 し て 低 パ イ ル を 形 成 す る こ と と な り 、 皮 膚 に  
直 接 に 接 触 す る の は 、 綿 、 竹 繊 維 又 は 生 糸 等 の 天 然 繊 維 で あ る 。 し か も 、 低 パ イ ル を 形 成  
す る 超 細 繊 維 は 、 そ の 優 れ た 吸 水 性 能 を 発 揮 し 、 生 地 全 体 の 吸 水 性 を 増 加 さ せ た 。 ま た 、  
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パ イ ル に お い て 下 部 の 綿 と 超 細 繊 維 の 撚 数 が ま だ 存 在 し て い る の で 、 無 撚 糸 の 毛 羽 落 ち 率  
を 有 効 に 低 減 さ せ た 。 し た が っ て 、 本 発 明 は 、 無 撚 糸 生 地 の 柔 ら か く て 、 ふ ん わ り と し た  
特 徴 を 保 留 し た う え 、 生 地 の 吸 水 性 、 皮 膚 親 和 性 を 有 効 に 向 上 さ せ 、 毛 羽 落 ち 率 を 低 減 さ  
せ る と と も に 、 二 層 の パ イ ル に よ り タ オ ル 生 地 の パ イ ル 膨 満 感 を 増 加 さ せ た 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
本 発 明 の パ イ ル 地 の 製 造 は 、 水 溶 性 糸 を 使 用 し な い の で 、 環 境 汚 染 を 引 き 起 こ す こ と な く  
、 製 造 プ ロ セ ス が 簡 単 で あ り 、 無 駄 に な る こ と は な い 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ ４ 】
以 下 、 図 面 及 び 実 施 例 を 組 み 合 わ せ て 本 発 明 を さ ら に 説 明 す る 。
【 図 １ 】 図 １ は 本 発 明 に 係 る 片 面 パ イ ル 地 の 構 造 模 式 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 図 ２ は 本 発 明 に 係 る 両 面 パ イ ル 地 の 構 造 模 式 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 図 ３ は 本 発 明 で 使 用 さ れ る 天 然 繊 維 の 外 部 に 超 細 繊 維 を 巻 き 付 け た 糸 の 構 造 模 式  
図 で あ る 。
【 図 ４ 】 図 ４ は 本 発 明 に 係 る パ イ ル の 構 造 模 式 図 で あ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】
【 ０ ０ ２ ５ 】
以 下 、 図 面 及 び 実 施 例 を 合 わ せ て 、 本 発 明 を さ ら に 説 明 す る 。 こ れ ら の 実 施 例 は 、 本 発 明  
を 制 限 す る も の で は な く 、 本 発 明 を 説 明 す る た め で あ る と 理 解 さ れ 得 る で あ ろ う 。 さ ら に  
、 本 発 明 に 記 載 さ れ て い る 内 容 に 基 づ き 、 当 業 者 は 、 本 発 明 に 対 し て 様 々 な 変 化 又 は 変 更  
を 行 う こ と が で き 、 こ れ ら の 等 価 形 式 が 同 様 に 本 出 願 に 添 付 さ れ る 特 許 請 求 の 範 囲 に 限 定  
さ れ る 範 囲 に 入 っ て い る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
図 １ か ら 図 ４ に 示 す よ う に 、 本 発 明 の パ イ ル 地 で あ っ て 、 前 記 パ イ ル 地 は 地 組 織 ３ の 片 面  
又 は 両 面 に パ イ ル が 織 ら れ て お り 、 前 記 パ イ ル が 天 然 繊 維 ６ に 超 細 繊 維 ７ を 巻 き 付 け た 糸
に よ り 製 織 さ れ て な り 、 前 記 超 細 繊 維 ７ が 前 記 パ イ ル の 頂 部 で 下 に 摺 動 し て 内 層 の 低 パ イ  
ル ２ 、 ４ を 形 成 し 、 前 記 パ イ ル の 頂 部 の 天 然 繊 維 ６ が 露 出 し て 外 層 の 高 パ イ ル １ 、 ５ を 形  
成 す る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
実 施 例 １
パ イ ル 地 で あ っ て 、 前 記 パ イ ル 地 の 片 面 に パ イ ル が 織 ら れ て お り 、 前 記 パ イ ル は 竹 繊 維 に  
Ｐ Ａ ６ ス ラ イ ス と Ｐ Ｅ Ｔ ス ラ イ ス と を 溶 融 し た 後 に 共 に 製 糸 し て 得 ら れ た 超 細 繊 維 を 巻 き  
付 け た 糸 に よ っ て 製 織 さ れ て な り 、 前 記 超 細 繊 維 が 前 記 パ イ ル の 頂 部 で 下 に 摺 動 し て 内 層  
の 低 パ イ ル を 形 成 し 、 前 記 パ イ ル の 頂 部 の 竹 繊 維 が 露 出 し て 外 層 の 高 パ イ ル を 形 成 す る 。
製 糸 さ れ た 糸 の 超 細 繊 維 を 前 記 竹 繊 維 に 巻 き 付 け る 撚 数 は １ ０ ０ Ｔ ／ ｍ で あ る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
実 施 例 ２
パ イ ル 地 で あ っ て 、 前 記 パ イ ル 地 の 両 面 に パ イ ル が 織 ら れ て お り 、 前 記 パ イ ル は 、 前 記 １  
２ ０ Ｄ の 超 細 繊 維 フ ィ ラ メ ン ト 糸 を ２ ４ ｓ 綿 束 に 巻 き 付 け て 形 成 さ れ た 糸 に よ り 製 織 さ れ  
て な り 、 前 記 糸 の 両 者 の 合 計 撚 数 が ９ ０ Ｔ ／ ｍ で あ り 、 超 細 繊 維 は Ｐ Ａ ６ ス ラ イ ス と Ｐ Ｅ  
Ｔ ス ラ イ ス と を 溶 融 し た 後 に 共 に 製 糸 し て 得 ら れ た も の で あ り 、 前 記 超 細 繊 維 が 前 記 パ イ  
ル の 頂 部 で 下 に 摺 動 し て 内 層 の 低 パ イ ル を 形 成 し 、 前 記 パ イ ル の 頂 部 の 綿 繊 維 が 露 出 し て  
外 層 の 高 パ イ ル を 形 成 す る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
実 施 例 ３
パ イ ル 地 で あ っ て 、 前 記 パ イ ル 地 の 両 面 に パ イ ル が 織 ら れ て い る 。 ７ ５ Ｄ ／ ３ ６ ｆ の 超 細  
繊 維 フ ィ ラ メ ン ト 糸 を １ ２ ｓ 綿 束 に 巻 き 付 け て 糸 を 形 成 す る 。 こ こ で 、 両 者 の 合 計 撚 数 が  
１ ２ ０ Ｔ ／ ｍ で あ り 、 超 細 繊 維 は Ｐ Ａ ６ ス ラ イ ス と Ｐ Ｅ Ｔ ス ラ イ ス と を 溶 融 し た 後 に 共 に  
製 糸 す る 。 前 記 パ イ ル は こ の よ う に 製 糸 し た 糸 に よ り 製 織 さ れ て な り 、 経 糸 は ３ ０ ０ Ｄ   
Ｄ Ｔ Ｙ テ リ レ ン ナ イ ロ ン 複 合 低 弾 性 糸 で あ り 、 緯 糸 は ２ １ Ｓ 綿 糸 で あ る 。 前 記 超 細 繊 維 は  
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前 記 パ イ ル の 頂 部 で 下 に 摺 動 し て 内 層 の 低 パ イ ル を 形 成 し 、 前 記 パ イ ル の 頂 部 の 綿 繊 維 が  
露 出 し て 外 層 の 高 パ イ ル を 形 成 す る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
実 施 例 ４
１ ． 紡 糸
７ ５ Ｄ ／ ３ ６ ｆ の 超 細 繊 維 フ ィ ラ メ ン ト 糸 を １ ６ ｓ 綿 束 に 巻 き 付 け て 糸 を 形 成 す る 。 両 者  
の 合 計 撚 数 は ８ ８ Ｔ ／ ｍ で あ り 、 撚 り 方 向 が Ｓ 撚 り で あ り 、 超 細 繊 維 は Ｐ Ａ ６ ス ラ イ ス と  
Ｐ Ｅ Ｔ ス ラ イ ス と を 溶 融 し た 後 に 共 に 製 糸 し て 得 ら れ る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
２ ． 生 地 の 製 織
１ で 製 糸 し た 糸 を パ イ ル 糸 と し て 、 １ ５ ０ Ｄ   Ｄ Ｔ Ｙ テ リ レ ン ナ イ ロ ン 複 合 低 弾 性 糸 を 経  
糸 と し て 、 ２ １ Ｓ 綿 糸 を 緯 糸 と し て 用 い る 。 整 経 し て 、 レ ピ ア 織 機 を 用 い て 片 面 パ イ ル の  
生 地 生 機 に 製 織 す る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
３ ． 後 処 理
（ １ ） フ ィ ブ リ ル 化
濃 度 が ４ ｇ ／ Ｌ の ア ル カ リ 溶 液 に お い て 、 ９ ５ ℃ に 昇 温 し 、 ６ ０ 分 間 保 温 す る 。
（ ２ ） 洗 浄
３ ７ ℃ の 温 水 に お い て 、 水 洗 し て ２ ０ 分 間 浸 漬 し 、 Ｐ Ｈ ＝ ７ と な る ま で 酢 酸 を 加 え て 中 和  
す る 。
（ ３ ） 染 色
曲 線 昇 温 方 式 を 用 い て 染 色 を 行 い 、 開 始 温 度 が ３ ０ ℃ で あ り 、 ２ ℃ ／ ｍ ｉ ｎ の 速 度 で １ ２  
５ ℃ に 昇 温 し 、 ３ ５ 分 間 保 温 し 、 そ の 後 、 ２ ℃ ／ ｍ ｉ ｎ の 速 度 で ６ ０ ℃ に 降 温 す る 。
（ ４ ） 還 元 洗 浄
バ ス 液 中 に 亜 ジ チ オ ン 酸 ナ ト リ ウ ム を １ ． ２ ｇ ／ Ｌ 、 無 水 炭 酸 ナ ト リ ウ ム を ０ ． ６ ｇ ／ Ｌ  
添 加 し 、 ６ ０ ℃ に ２ ０ 分 間 保 温 す る 。
（ ５ ） 水 洗
４ ０ ℃ に ２ ０ 分 間 保 温 す る 。
（ ６ ） 後 処 理
処 理 液 中 に 親 水 性 シ リ コ ー ン オ イ ル を １ ． ５ ％ 添 加 し 、 ４ ０ ℃ に ２ ０ 分 間 保 温 す る 。
（ ７ ） 定 形
定 形 ロ ー ラ 温 度 が １ ６ ５ ℃ 、 旋 盤 速 度 が ２ ８ ｍ ／ ｍ ｉ ｎ で あ る 。 型 番 ： Ｓ Ｔ Ｂ ５ ０ １ で あ  
る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
後 処 理 し た 後 に 超 細 繊 維 が パ イ ル の 頂 部 で 収 縮 し て 下 に 摺 動 し て 内 層 パ イ ル を 形 成 し 、 パ  
イ ル 形 式 は 、 主 に 図 ４ に 示 す ３ 種 の 形 式 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
実 施 例 ５
１ ． 紡 糸
９ ０ Ｄ の 超 細 繊 維 フ ィ ラ メ ン ト 糸 を ２ ０ ｓ 綿 束 に 巻 き 付 け て 糸 を 形 成 す る 。 両 者 の 合 計 撚  
数 は ９ ５ Ｔ ／ ｍ で あ り 、 撚 り 方 向 が Ｓ 撚 り で あ り 、 超 細 繊 維 は Ｐ Ａ ６ ス ラ イ ス と Ｐ Ｅ Ｔ ス  
ラ イ ス と を 溶 融 し た 後 に 共 に 製 糸 し て 得 ら れ た も の で あ る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
２ ． 生 地 の 製 織
１ で 製 糸 し た 糸 を パ イ ル 糸 と し て 、 ３ ０ ０ Ｄ   Ｄ Ｔ Ｙ テ リ レ ン ナ イ ロ ン 複 合 低 弾 性 糸 を 経  
糸 と し て 、 ２ １ Ｓ 綿 糸 を 緯 糸 と し て 用 い る 。 整 経 し て 、 レ ピ ア 織 機 を 用 い て 両 面 パ イ ル の  
生 地 生 機 に 制 織 す る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
３ ． 後 処 理
（ １ ） フ ィ ブ リ ル 化
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濃 度 が ５ ｇ ／ Ｌ の ア ル カ リ 溶 液 に お い て 、 １ ０ ０ ℃ に 昇 温 し 、 ６ ５ 分 間 保 温 す る 。
（ ２ ） 洗 浄
３ ６ ℃ の 温 水 に お い て 、 水 洗 し て ２ ５ 分 間 浸 漬 し 、 Ｐ Ｈ ＝ ７ と な る よ う に 酢 酸 を 加 え て 中  
和 す る 。
（ ３ ） 染 色
曲 線 昇 温 方 式 を 用 い て 染 色 を 行 い 、 開 始 温 度 が ２ ９ ℃ で あ り 、 ２ ℃ ／ ｍ ｉ ｎ の 速 度 で １ ３  
０ ℃ に 昇 温 し 、 ３ ０ 分 間 保 温 し 、 そ の 後 、 ２ ℃ ／ ｍ ｉ ｎ の 速 度 で ６ ５ ℃ に 降 温 し 、 染 色 助  
剤 は 、 無 錫 開 来 生 物 化 工 に よ り 製 造 さ れ た 精 製 染 色 脱 脂 剤 Ｈ Ｓ － １   １ ． ５ ｇ ／ Ｌ で あ り  
、 青 島 雅 特 生 物 に よ り 製 造 さ れ た Ｋ Ｈ ２ ５ １ ０ 均 染 剤 ０ ． ６ ｇ ／ Ｌ を 用 い 、 染 料 と し て 浙  
江 閏 土 染 料 場 に よ り 製 造 さ れ た イ エ ロ ー ブ ラ ウ ン Ｗ Ｘ Ｆ 分 散 染 料 を 用 い る 。
（ ４ ） 還 元 洗 浄
バ ス 液 中 に 亜 ジ チ オ ン 酸 ナ ト リ ウ ム を １ ． ０ ｇ ／ Ｌ 、 無 水 炭 酸 ナ ト リ ウ ム を ０ ． ７ ｇ ／ Ｌ  
添 加 し 、 ６ ５ ℃ に ２ ５ 分 間 保 温 す る 。
（ ５ ） 水 洗
洗 浄 剤 と し て 非 発 泡 ソ ー ピ ン グ 洗 剤 Ｈ Ｓ － ２ ６ ６ を 添 加 し 、 添 加 量 が ２ ｗ ｔ ％ で あ り 、 ４  
２ ℃ に １ ５ 分 間 保 温 す る 。
（ ６ ） 後 処 理
処 理 液 中 に 蘇 州 聯 勝 化 工 に よ り 製 造 さ れ た ６ ８ ４ ３ 親 水 性 シ リ コ ー ン オ イ ル を 添 加 し 、 処  
理 液 に お け る 含 有 量 が ２ ． ０ ｗ ｔ ％ で あ り 、 ４ ０ ℃ に ２ ０ 分 間 保 温 す る 。
（ ７ ） 定 形
定 形 ロ ー ラ の 温 度 が １ ７ ０ ℃ で あ り 、 旋 盤 速 度 が ２ ８ ｍ ／ ｍ ｉ ｎ で あ る 。 型 番 ： Ｓ Ｔ Ｂ ５  
０ １ 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
後 処 理 し た 後 に 超 細 繊 維 が パ イ ル の 頂 部 で 収 縮 し て 下 に 摺 動 し て 内 層 パ イ ル を 形 成 し 、 パ  
イ ル の 形 式 は 主 に 図 ４ に 示 す ３ 種 の 形 式 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
比 較 例 １
無 撚 糸 パ イ ル 地 で あ っ て 、 前 記 無 撚 糸 パ イ ル 地 の 両 面 も パ イ ル が 織 ら れ て お り 、 前 記 パ イ  
ル は 、 普 通 の 無 撚 糸 綿 束 に よ り 制 織 さ れ て な る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
本 発 明 に よ り 製 造 さ れ た パ イ ル 地 と 比 較 例 １ の 普 通 の 無 撚 糸 パ イ ル 地 と を 、 毛 羽 落 ち 率 、  
吸 湿 性 、 速 乾 性 及 び 吸 水 性 の 点 に つ い て 測 定 す る 。 そ の 結 果 を 表 １ に 示 す 。
な お 、 表 1 中 、 「 本 発 明 の 無 撚 糸 タ オ ル 」 は 、 上 記 記 載 の 方 法 に よ り 得 ら れ た 本 発 明 の パ  
イ ル 地 の タ オ ル を 意 味 す る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
【 表 １ 】

【 ０ ０ ４ １ 】
以 上 の 測 定 結 果 か ら わ か る よ う に 、 本 発 明 に よ り 製 造 さ れ た タ オ ル 生 地 は 、 生 地 が 柔 ら か  
く て 、 か さ 高 性 の 特 徴 を 有 す る と と も に 、 生 地 の 吸 水 性 、 吸 湿 性 、 速 乾 性 及 び 皮 膚 親 和 性  
を も 有 効 に 向 上 さ せ 、 毛 羽 落 ち 率 を 低 下 さ せ た 。
【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】
【 ０ ０ ４ ２ 】
１ ． 本 発 明 の パ イ ル 地 は 、 少 な く と も １ つ の 面 に パ イ ル が 織 ら れ て お り 、 前 記 パ イ ル が 天  
然 繊 維 の 外 部 に 超 細 繊 維 を 巻 き 付 け た 糸 に よ り 制 織 さ れ て な り 、 前 記 超 細 繊 維 が 前 記 パ イ  
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ル の 頂 部 で 下 に 摺 動 し て 内 層 の 低 パ イ ル を 形 成 し 、 前 記 パ イ ル の 頂 部 の 天 然 繊 維 が 露 出 し  
て 外 層 の 高 パ イ ル を 形 成 す る 。 パ イ ル と し て 天 然 繊 維 の 外 部 に 超 細 繊 維 を 巻 き 付 け た 糸 を  
用 い る の で 、 当 該 糸 を 水 洗 、 染 色 、 定 形 し た 後 、 超 細 繊 維 と 天 然 繊 維 と は 収 縮 率 が 異 な る  
た め 、 超 細 天 然 繊 維 が パ イ ル の 頂 部 で 下 に 摺 動 し て 低 パ イ ル を 形 成 し 、 皮 膚 と 直 接 に 接 触  
す る の は 綿 、 竹 繊 維 又 は 生 糸 等 の 天 然 繊 維 と な る 。 形 成 さ れ た 低 パ イ ル の 超 細 繊 維 は 、 優  
れ た 吸 水 性 能 を 発 揮 し 、 生 地 全 体 の 吸 水 性 を 増 加 さ せ る 。 ま た 、 パ イ ル に お い て 下 部 の 綿  
と 超 細 繊 維 の 撚 数 が ま だ 残 る の で 、 上 記 糸 の 毛 羽 落 ち 率 を 有 効 に 低 下 さ せ た 。 し た が っ て  
、 本 発 明 の パ イ ル 地 は 、 無 撚 糸 生 地 の 柔 ら か く て 、 か さ 高 性 の 特 徴 を 保 留 し た と と も に 、  
生 地 の 吸 水 性 、 皮 膚 親 和 性 を も 有 効 に 向 上 さ せ 、 毛 羽 落 ち 率 を 低 下 さ せ た 。 し か も 、 二 層  
の パ イ ル は タ オ ル 生 地 の パ イ ル 膨 満 感 を 増 加 さ せ た 。 し た が っ て 、 人 体 の 皮 膚 と 接 触 す る  
と 、 ふ わ ふ わ し て 心 地 よ い だ け で は な く 、 吸 水 性 が 強 く て 、 気 持 ち よ く 使 用 す る こ と が で  
き 、 し か も 、 使 用 過 程 に お い て 毛 羽 落 ち の 状 況 が 非 常 に よ く 改 善 さ れ 、 非 常 に 良 い 産 業 上  
利 用 可 能 性 を 有 す る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
２ ． 本 発 明 に よ り 製 造 さ れ た パ イ ル 地 は 、 水 溶 性 糸 を 使 用 し な い の で 、 環 境 を 汚 染 す る こ  
と は な く 、 製 造 プ ロ セ ス が 簡 単 で あ り 、 無 駄 に な る こ と は な い の で 、 非 常 に 良 い 産 業 上 利  
用 可 能 性 を 有 す る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ４ ４ 】
１ 、 ５   高 パ イ ル
２ 、 ４   低 パ イ ル
３   地 組 織
６   天 然 繊 維
７   超 細 繊 維
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【 図 面 】
【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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